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沖
縄
に
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
と
い
う
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
第
一
尚
氏
王
統
の
発
祥
を
め
ぐ
る
議

論
の
な
か
で
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
叙
述
そ
の
も
の
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ

検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
改
め
て
原
文
に
即
し
て
読
み
直
し
て
み
る
と
、
伝
承
論

的
に
見
て
き
わ
め
て
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
と
く
に
第
二
尚
氏

の
始
祖
尚
円
王
金
丸
の
伝
承
と
の
話
型
や
説
話
要
素
の
類
似
は
無
視
し
が

た
い
も
の
が
あ
る
。
第
一
尚
氏
の
元
祖
佐
銘
川
大
主
の
伝
承
は
、
何
故
に

後
代
の
尚
円
王
の
歴
史
伝
承
に
似
か
よ
っ
て
く
る
の
か
。
〈
型
〉
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
議
論
す
る
上
で
、
格
好
の
材
料
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

〈
型
〉
と
い
う
物
語
的
伝
統
に
基
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
（
型
〉
に
素
直
に

準
拠
し
説
話
要
素
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
な
が
ら
創
り
上
げ
て
ゆ
く
。
こ
の

よ
う
な
説
話
生
成
の
方
法
に
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
力
学
が
働
い
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
類
似
す
る
話
型
を
も
つ
他
資
料
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
由
来
記
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま

八
型
Ｖ
を
襄
う
物
語
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Ⅱ

ｌ
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
説
話
生
成
Ｉ

｜
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
写
本

内
容
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
写
本
を
簡
単
に
整
理
す
る
。
現
在
所

在
が
確
認
で
き
る
写
本
は
三
本
あ
る
。
琉
球
大
学
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫

蔵
本
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
蔵
本
、
沖
縄
国
際
大
学
図
書
館
蔵
本

の
三
本
で
あ
る
。
文
体
の
若
干
の
相
違
、
末
尾
部
分
に
増
補
さ
れ
た
別
内

容
の
記
事
な
ど
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
三
本
は
ほ
ぼ
同
一
の
本
文
と
い
え
る
。

書
写
時
期
に
つ
い
て
、
沖
縄
国
際
大
学
本
が
光
緒
十
七
年
（
明
治
二
十
四

年
）
、
法
政
大
学
本
が
明
治
三
十
三
年
と
す
る
。
こ
れ
に
鎌
倉
芳
太
郎
が

昭
和
二
年
に
転
写
し
た
同
治
七
年
（
明
治
元
年
）
本
を
加
え
る
と
、
「
佐

銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
筆
写
年
代
は
明
治
初
年
か
ら
三
十
年
代
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
発
行
者
を
佐
銘
川
大
主
の
根
拠
地
「
佐

敷
村
」
「
佐
敷
番
所
」
等
と
す
る
。
お
そ
ら
く
第
一
尚
氏
の
末
喬
た
ち
が

多
く
居
住
す
る
佐
敷
の
地
で
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
原
本
の
成
立
は
い
つ
頃
と
す
べ
き
か
。
実
は
こ
の
文
書
、
前

半
の
内
容
と
後
半
の
内
容
が
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
。
前
半
は
、
「
元

た
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
伝
承
生
成
集
団
が
介
在
す
る
の
か
等
、
こ
の
由

（１）

来
記
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

保
坂
達
雄

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
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さ
て
、
前
半
の
「
元
祖
由
来
記
」
を
読
む
と
、
ど
こ
か
で
読
ん
だ
よ
う

な
既
視
感
に
誘
わ
れ
る
。
例
え
ば
佐
銘
川
大
主
に
関
す
る
叙
述
な
ど
は
、

第
二
尚
氏
王
統
第
一
代
の
尚
円
王
金
丸
の
伝
承
と
瓜
二
つ
な
の
で
あ
る
。

馴
染
み
の
な
い
文
書
な
の
で
、
紹
介
も
兼
ね
て
敢
え
て
原
文
を
長
く
引
用

する。

元
祖
由
来
記

一
往
昔
、
侮
錨
川
允
感
じ
俄
弔
屋
俄
忌
智
島
伽
僅
九
、
佐
敷
間
切
江
御
渡

来
、
大
城
按
司
御
聟
二
成
給
ふ
由
来
伝
承
候
得
者
、
鯲
辨
奴
際
幻
餓
ｕ

職
魂
電
孤
弔
戊
綺
酬
熈
、
親
類
縁
者
の
方
預
り
、
養
育
最
早
十
歳
余
に

な
れ
玉
ひ
は
、
農
業
二
心
掛
其
働
仕
給
ふ
に
、
作
色
数
不
豊
と
云
事
な

祖
由
来
記
」
と
題
さ
れ
る
よ
う
に
佐
銘
川
大
主
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
子
苗

代
大
比
屋
（
後
の
尚
思
紹
）
、
孫
に
当
た
る
佐
敷
小
按
司
（
後
の
尚
巴
志
）

ま
で
の
伝
承
が
神
話
的
に
叙
述
さ
れ
る
。
後
半
は
第
一
尚
氏
王
統
の
七
代

の
王
名
と
そ
の
末
喬
た
ち
の
履
歴
が
家
譜
形
式
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
。

最
後
の
与
那
覇
親
雲
上
の
履
歴
が
、
康
煕
二
十
年
（
一
七
二
○
）
で
終
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
成
立
は
一
七
二
○
年
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
、

お
そ
ら
く
は
一
七
二
五
年
前
後
と
推
定
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

形
及
三
四
度
に
け
れ
ハ
、
難
黙
止
。
ま
た
畦
筑
立
、
其
夜
ふ
か
く
忍

畦
筑
立
早
速
耕
ん
と
仕
給
ふ
に
、
其
夜
ま
た
他
ｒ
ヘ
の
耕
て
ケ
嫌
の
価

は
つ
と
か
ん
じ
、
是
天
の
御
助
神
の
御
助
な
ら
ん
と
手
を
合
、
奉
拝

１-し○て
見
給
ふ
二
、
夜
半
の
比
牛
数
疋
来
あ
つ
ま
り
で
踏
刷
る

他
人
の
相
耕
て
有
。
孜
我
一
と
仰
て
の
仕
形
よ
ら
ん
。
ま
た

二
尚
円
王
金
丸
と
類
似
す
る
伝
承

頓
て
十
皿
一
成
け
れ
ノ
田
を
耕
ん
と
て
あ
ふ
し
鑑
け

。
大
ぬ
し

し
給
ふ
。
難
有
も
初
の
田
よ
り
と
し
ま
せ
、
米
粟
積
貯
て
富
貴
万
福

にして、親類縁者所中の人々
不自由の方江は、折々
見次仕給

ふ。依之所中より貴て、大主名立て随ん人ハなし。（中略）

一
島
中
の
者
共
所
存
不
相
達
、
無
言
に
立
帰
・
壱
所
に
寄
合
評
議
仕
け

る
。
大
ぬ
し
今
更
米
粟
過
分
積
置
、
日
々
少
々
宛
渡
し
候
付
て
、
諸

事
働
へ
く
様
不
成
、
無
情
次
第
に
し
て
候
。
控
も
多
人
数
押
寄
奪
取

配
分
い
た
せ
ん
と
言
け
れ
は
、
人
々
皆
同
意
仕
。
窪
濾
冒
匡
應
巽
縫

澤誰躍憧雲艫虚言籠窪籠冒權一虐推穰犀推這權謹催篭罎言庵籠曜礎一

籠艫篭。其時大ぬし漁に出て不有合。対蹴り鯛鬮剛慨矧珂以

洵Ⅱ刀剥制切り９匂岬初心鱒罰卿判過対鋤、励剰押判創鯏脚吋

刈酬＆川測蜘刊司減曾尉釧〃判創鯏燭埼到朝翻旬Ｊ副卿材帥掛

珊可刑州馴渕州罰ぱ叔召刈州可減洲切効鋤回判口劇刑抑画Ｗｖ

剛剰〃封伽川洲いう筍。仰荊鋤捌侃剖紙洲風閨側則り馴尉判例

刈郁罰司烈渕斑認到栩割切り糊開抑卸制掛詞對判割〃剛切即酎

剖″感激ＹＨ創刊ｘ呪Ｎ創凶侃畑耶黛副刈梱聯励榊。的斗呪

丑洲帥、Ｊ９如醐。”同封割刊Ｙ㎡抑胤凹Ｈ烈欄ご凋獄型剃Ｙ

ｉｉ雑
。
（
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
）

右
は
「
元
祖
由
来
記
」
の
冒
頭
部
分
で
、
佐
銘
川
大
主
が
住
民
の
迫
害

を
受
け
て
生
地
伊
平
屋
、
伊
是
名
島
を
捨
て
、
沖
縄
島
に
避
難
す
る
く
だ

り
で
あ
る
。
一
方
、
尚
円
王
金
丸
の
伝
承
に
も
佐
銘
川
と
見
紛
う
ば
か
り

の
記
述
が
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
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蕊
権
窒
寵
産
冒
釡
艫
蕊
菫
一
正
虐
籠
。

正
統
三
年
戊
午
、
歳
二
十
四
、
寛
棄
二
田
園
一
・
自
携
二
妻
弟
一
、
渉
レ

海
至
二
子
国
頭
一
・
既
居
数
年
。
亦
如
レ
此
・
金
丸
尽
レ
心
待
し
之
。
終

不レ見レ容。

（察温本『中山世譜』巻六）

附記

尚円王金丸、生而有二賢徳一・輔レ父為し耕。

宣
徳
九
年
甲
寅
、
金
丸
年
二
十
歳
。
鍾
母
倶
喪
。
時
弟
宣
威
五
歳
。

劉
制
創
對
則
刷
糾
劉
覇
例
到
到
制
列
週
到
酎
判
１
Ｊ
削
削
創
側
川
剥
刈
創

町
玉
城
ヒ
ヤ
［
俗
ニ
オ
ャ
田
ト
云
也
］

田、独有二水漫漫一・人皆疑、為訓群

尚
円
公
、
水
ヲ
ヌ
ス
ミ
給
ト
ゾ
、
申
ケ
ル

成
化
六
年
庚
寅
尚
円
御
即
位

尚
円
舞
パ
蕗
：
杷
夷
俄
雫
也
嶋
１
俄
忌
肴
叩
営
見
列
川
也
。
永
楽
十
三

年
乙
未
二
御
誕
生
。
字
ハ
思
徳
金
ト
ゾ
申
ケ
ル
。

父
母
ハ
素
ョ
リ
、
鴫
ノ
百
姓
タ
リ
。
其
先
ハ
、
今
二
不
し
可
し
知
ト
云

ヘ
ド
モ
、
疑
ク
ハ
先
王
ノ
後
胤
ニ
シ
テ
、
故
有
テ
彼
地
二
渡
り
、
世
々

鴫
ノ
百
姓
ト
ハ
成
リ
ヌ
ラ
ン
・
不
し
然
即
如
何
ゾ
、
俄
二
此
大
福
有
ニ
ヤ
。

（中略）
旱
魎
ノ
災
有
テ
、
田
二
水
ア
ル
ハ
無
シ
・
人
ハ
皆
、
夜
白
、
水
ノ
ツ

尚
円
公
ハ
、
少
ノ
時
ョ
リ
、
百
姓
二
交
リ
、
耕
農
ヲ
ゾ
業
ト
シ
給
。
或
時
制

田
二
水
ア
ル
事
、
宛
モ
雨
天
二
不
レ
異
。
人
皆
聖
瑞
ヲ
（
不
し
知
シ
テ
、

卜
メ
ヲ
シ
ヶ
レ
ド
モ
、
惟
尚
円
公
ハ
、
其
ツ
ト
メ
ナ
シ
。
サ
レ
共
、

。
ａ
中
山
世
鑑
」
巻
四
）

・潅髪一義艫三一二禧産睦言

金丸王加那志ミヲヤ地。今、代々
アムガナシ地方二被下置一・

由緒ハ、銅剣剥詞淵劉ｑＪ荊矧。鯏罰訓引刻仙刈個珈副剖荊剴

劇噺斗飼淵創刺劃矧ＪⅡ４国田川刈判判１ｊ制鯏凹叫刎加澗倒

刻叩利川削剥司刑割引引引訓制劉昌別川副１引例刈引列斗回

刈側則ヨ側荊刷州刈ＪⅡ４岡田刺割外叫刈１踵謹言繩尋潅瀧

一完一罹産纒襄言匿至言完這三一嘩琶三臺潅言瀝進一秀一躍言先二艫一信愼篭一発壜言蕊

愼菫禿罎菫籠篝二秀雲潅應一堰冒這艫禿一、夢ニモ知ラセタマハ

ズ、田ヲ耕シ晩二御帰リメサレケル時、謂對洞呪珊副勢斜刈

側剛九洲ヨバ１㎡劇測州切Ｊ側封ゴズ岬糊凹動側働間仲向判御

製Ⅲリヨ判財爵判ハ墹泓剴側胤制瓠ＫＫＩ剖馴到認勘渤仙測即

則椒潤撒切刮割副当司刀Ｊ型刷聞劉動的別到りｊ勃珊司り御樹

側剛曾鯏制對剛鍬鯏削く烈糾以慨急烈式ⅨＭ１〆興剰劃詞狐吋

外Ⅶ鼎劃姻削詞燗勺圖～割勢勤剴封鯛琳・郡うり弓Ｊ印淌斗飼

剰圖１尉祠剛刷酬叩臥馴川人獄鯏馴気烈烈ズ則冨棚訓剃川測Ｖ

詞瑚斗剥刎剃ヨー〆凹勘訓創詞割、到勃削裁助勧燗旬司り御″

側樹周訓筑印瓠認剛国力卯夘岬。、何事モ御思ノ儘二相叶故、

且、里人奉レ憎、害ヲ企ケル処、泊大比屋［馬氏国頭親方正

胤］密二奉二告知一故、其難ヲ御遁レンガタメ首里へ御幸有

リ
タ
ル
ト
、
古
老
者
申
伝
也
。
（
「
琉
球
国
由
来
記
」
巻
十
六
）

「中山世鑑』、察温本『中山世垂座、『琉球国由来記』から引用し

たが、これらを先の「佐銘川大ぬし由来記」の記述と比較すると、

以
下
四
点
で
両
伝
承
が
著
し
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

１
、
伊
平
屋
伊
是
名
島
の
出
身
ｌ
佐
銘
川
は
幼
少
時
孤
児
。
金
丸
は

百姓の子で、父母に死別。（該当個所を----！----で指示）

２
、
農
耕
に
神
の
助
け
が
あ
る
ｌ
佐
銘
川
の
田
で
は
牛
が
深
夜
に
田
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起
こ
し
な
ど
を
手
伝
い
、
金
丸
の
田
で
は
旱
魎
の
際
に
も
水
が
満

ち
て
い
る
。
（
該
当
個
所
を
ｌ
で
指
示
）

３
、
島
民
た
ち
に
妬
ま
れ
る
ｌ
島
人
ら
は
佐
銘
川
貯
蔵
の
米
粟
奪
取

と
殺
害
を
計
画
。
金
丸
も
ま
た
殺
害
を
計
画
さ
れ
る
。
（
該
当
個

所を言言二言雲冒二で指示）

４
、
翁
の
指
示
と
助
け
に
よ
り
島
外
に
脱
出
す
る
ｌ
佐
銘
川
は
今
帰

仁
へ
・
金
丸
は
国
頭
宜
名
真
へ
脱
出
。
（
該
当
個
所
を
ｌ
で

指示）

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
重
複
す
る
よ
う
な
伝
承
が
双
方
の
叙
述
に
見
出
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
佐
銘
川
大
主
は
第
一
尚
氏
の
元
祖
で
あ
り
、
片
や
金
丸
も
第

二
尚
氏
第
一
代
国
王
で
あ
る
。
と
も
に
始
祖
で
あ
る
と
い
う
共
通
性
が
偶
然

に
も
類
似
し
た
伝
承
を
生
成
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
佐
銘
川
大
主

伝
承
と
金
丸
伝
承
の
ど
ち
ら
が
先
か
は
も
ち
ろ
ん
議
論
の
余
地
は
あ
る
。
金

丸
伝
承
が
成
立
年
代
の
早
い
『
世
鑑
』
の
方
に
先
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
大
主
が
伊
是
名
島
か
ら
か
ら
沖
縄
島
に
逃
れ
て
き
た
と
す

る
伝
承
は
、
金
丸
伝
承
よ
り
も
後
の
物
語
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

口
頭
伝
承
の
世
界
で
は
、
物
語
の
型
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
な
く
、
細
部

ま
で
も
真
似
て
近
似
し
た
物
語
を
紡
ぎ
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
起

こ
り
や
す
い
。
第
一
尚
氏
の
元
祖
佐
銘
川
大
主
の
伝
承
を
語
っ
て
ゆ
く
た

め
に
は
、
歴
史
伝
承
と
し
て
権
威
の
あ
る
第
二
尚
氏
王
統
の
始
祖
た
る
尚

円
王
金
丸
の
伝
承
に
重
ね
合
わ
せ
な
け
れ
ば
語
り
と
し
て
成
り
立
ち
得
な

か
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
説
話
要
素
の
一
致

第
一
尚
氏
王
統
の
元
祖
佐
銘
川
大
主
の
伝
承
が
他
の
伝
承
を
い
か
に
襲

い
な
が
ら
生
成
さ
れ
た
か
見
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
襲
用
は
前
述
の
よ
う

な
話
型
ば
か
り
で
は
な
く
、
説
話
要
素
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
前
掲
の
写
本
と
は
異
な
り
、
鎌
倉
芳
太
郎
が
昭

和
二
～
五
年
頃
に
伊
是
名
島
で
土
地
の
人
か
ら
直
接
聴
取
し
た
「
サ
メ
川

ウ
フ
ヌ
シ
伝
説
」
で
あ
る
。
口
頭
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
の
要
約
で
あ

る
が
、
前
掲
の
写
本
と
は
内
容
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
「
佐
銘
川

大
ぬ
し
由
来
記
」
の
異
本
に
基
づ
く
口
頭
伝
承
と
お
ぼ
し
い
も
の
で
あ

（３）る
。
こ
れ
ま
た
長
く
な
る
が
、
全
文
を
引
用
す
る
。

○
サ
メ
川
ウ
フ
ヌ
シ
伝
説
（
伊
是
名
村
ニ
テ
聴
取
）

（ママ）

１
．
サ
メ
川
ウ
フ
ヌ
シ
ノ
元
祖
ハ
田
名
二
信
ミ
タ
リ
．ヤ

グ
ラ

２
．
田
名
ョ
リ
我
喜
屋
二
来
リ
テ
次
第
二
富
ヲ
ナ
シ
八
倉
ヲ
立
テ
、

盛
大
ト
ナ
レ
リ
．

コ
ノ
時
伊
是
名
島
ハ
八
倉
ノ
次
男
ヲ
毎
年
交
替
テ
遣
シ
統
治
シ

タ
リ
．

３
．
サ
メ
ヵ
ワ
ウ
フ
ヌ
シ
ハ
八
倉
ョ
リ
遣
ハ
サ
レ
テ
伊
是
名
島
二
至

リ
タ
リ
シ
ガ
一
年
ニ
テ
ハ
帰
ラ
ズ
コ
、
二
止
マ
リ
且
今
帰
仁
及

ケでン

首
里
卜
交
通
シ
テ
次
第
二
富
ミ
盛
へ
後
ジ
ヲ
凌
グ
ー
至
し
り
．

４
．
八
倉
ョ
リ
ハ
サ
メ
カ
ワ
ヲ
減
サ
ン
ト
計
り
首
見
ノ
民
ヲ
セ
ン
動

シ
テ
大
旱
ノ
時
二
米
一
合
ヅ
、
ョ
リ
以
上
与
ヘ
ザ
ル
ヲ
怒
ラ
シ

メ
遂
二
殺
サ
ン
卜
思
フ
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
リ
．

５
．
老
翁
ノ
告
ニ
ョ
リ
食
糧
ヲ
貰
ヒ
テ
伊
平
屋
ヲ
出
デ
今
帰
仁
逃
レ

タ
リ
．

６．訓１Ｊ引列制則削川副川川副副引例制刈刀田訓引仙引引制剖剛剴側

閏到川刈引Ⅵ釧馴河測刈司叫刊刷制Ｊ抑制淵割引割引刺剰川創到圏

詞倒刻洲ｊ鯏判Ⅶ外川馴訓引馴則剰創刊刈出判創削切刈川判削画引
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眺
瞬
丸
川
詔
１
列
…
刻
難
認
逃
以
完
奥
間
Ｉ
禄
舗
舛
砿
-

７
．
更
二
国
頭
辺
戸
二
渡
リ
タ
リ
シ
ガ
又
徳
高
キ
ニ
ョ
リ
難
ヲ
ウ
ヶ

海
岸
ヲ
巡
リ
テ
勝
連
半
島
ヲ
過
ギ
佐
敷
二
行
キ
タ
リ
．

８
．
佐
敷
按
司
ノ
聟
ト
ナ
レ
リ
又
一
説
二
座
喜
味
按
司
ノ
ム
コ
ト
ナ

レリト云う．

異説１．籠朧値嘘瀧筐こだ曜雲一言一二棺潅三雲媚雪雲一蓋催禿一濾一臆雲売潅冒瀧一潅一

一搾一艫臺室催灌霊室韮巻言霊菫毫圭言一睦言圭一囑催達灌肇冒潅應雲脂一

圭臺だ雲歪應壁躍潅薑元櫃言鵬龍雲宏一走雪潅虐這一臆雪に言

２．籠儲鵬一玉帽潅冒潅盧言瀧這一籠濾室雲筐秀臺一言一菫催達雀躍言韮

篝潅一韮臺睦雲韮帽確言脹龍雲秀雲走一淺薩躍言莞一幅一Ｅだだ菫滝雲脂言

こ
の
要
約
で
は
佐
銘
川
大
主
を
さ
ら
に
遡
り
、
そ
の
元
祖
は
伊
平
屋
島

田
名
に
住
み
、
そ
こ
か
ら
我
喜
屋
に
移
り
八
倉
を
建
て
た
と
す
る
。
伊
是

名
島
を
任
さ
れ
た
八
倉
の
子
の
サ
メ
カ
ワ
は
そ
こ
で
富
を
成
し
、
伊
平
屋

島
の
本
家
八
倉
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
な
る
。
そ
の
た
め
島
民
か
ら
迫
害
を
受
け

沖
縄
島
今
帰
仁
に
難
を
逃
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
こ
れ

ま
で
の
写
本
に
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
写
本
と
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
後
の
叙
述
で
あ
ろ
う
。
以
下
の
三
点
で

他
の
伝
承
と
酷
似
す
る
の
で
あ
る
。

５
、
魚
釣
り
の
説
話
１
大
フ
カ
と
大
鰐
（
大
魚
）
の
相
違
は
あ
る

が
、
刀
剣
で
撃
退
す
る
点
で
尚
巴
志
の
歴
史
伝
承
と
一
致
。
（
該 1１食

ソ
；
ト
セ
Ⅱ
座
体
僕
驚
キ
テ
サ
メ
カ
ワ
ノ
常
二
帯
セ
ル
刀
ヲ
ブ
リ

訓
升
訓
叫
引
割
川
釧
測
剴
例
日
局
外
川
或
時
ゴ
叫
弐
他
刈
刻
加
部
-

当
個
所
を
Ｉ
で
指
示
）

６
、
難
を
逃
れ
て
い
っ
た
先
の
奥
間
’
１
宜
名
真
か
ら
さ
ら
に
逃
げ

奥
間
の
東
鍛
冶
屋
に
助
け
ら
れ
た
金
丸
伝
承
と
一
致
。
（
該
当

個所を！--------で指示）

７
、
サ
メ
カ
ワ
も
金
丸
も
箱
に
入
れ
ら
れ
て
流
さ
れ
る
（
該
当
個
所

を言言言言言二で指示）

ま
ず
５
の
魚
釣
り
の
説
話
で
は
、
サ
メ
カ
ワ
は
「
大
フ
カ
」
に
襲
わ
れ
る

が
、
従
僕
が
佐
銘
川
が
帯
に
し
て
い
た
刀
を
振
り
上
げ
て
撃
退
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
サ
メ
カ
ワ
の
孫
に
当
た
る
第
一
尚
氏
第
二
代
尚
巴
志
の
伝
承
に

も
こ
れ
と
類
似
す
る
叙
述
が
、
以
下
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

巴志、生得身体極小、長不し満二五尺一・故俗、皆呼二佐敷小按司一．

其
幼
年
、
嘗
遊
二
子
与
那
原
一
・
令
二
鉄
匠
造
一
レ
剣
。
匠
人
急
造
二

農器一、造し劔甚遅。

巴
志
屡
往
問
求
、
匠
人
倖
為
二
造
剣
之
状
一
・
巴
志
還
則
止
。
漸

漸
鍛
錬
、
三
年
而
後
成
。

（
察
鐸
本
「
中
山
世
譜
』
巻
三
、
尚
巴
志
王
「
附
記
」
）

察
温
本
『
中
山
世
垂
哩
で
は
、
大
鰐
に
襲
わ
れ
か
か
っ
た
尚
巴
志
は
剣
を

立
て
て
鰐
を
撃
退
し
た
と
あ
る
。
ま
た
次
の
察
鐸
本
「
中
山
世
垂
嬰
で
も
同

様
に
大
魚
を
撃
退
す
る
。
フ
カ
と
大
鰐
（
大
魚
）
の
相
違
、
ま
た
佐
銘
川
で

小
按
可
三
言
持
之
剣
、
》
文
不
敢
二

世
叩
心
按
レ
”
，
黒
瓦
退
、
不
敢
侵

州
掴
司
捕
叱
剣
１
乗
船
遊
戯
。
偶
海
中
之
大
魚
瓢
来
、
将
呑

（
察
温
本
「
中
山
世
譜
』
巻
四
、
尚
巴
志
王
「
附
記
」
）

０

０
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は
従
僕
に
剣
を
奪
わ
れ
そ
う
に
な
る
話
へ
と
展
開
す
る
な
ど
の
相
違
点
は
あ

る
が
、
魚
釣
り
で
襲
い
か
か
っ
た
サ
メ
や
鰐
を
刀
剣
で
撃
退
す
る
と
い
う
説

話
要
素
の
一
致
は
偶
然
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
察
鐸
本
は
一
七
○
一
年
、

察
温
本
は
一
七
二
五
年
に
編
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
伊
是
名
島
で

採
集
さ
れ
た
サ
メ
カ
ワ
に
関
す
る
口
頭
伝
承
が
、
い
つ
頃
成
立
の
「
佐
銘
川

大
ぬ
し
由
来
記
」
に
基
づ
く
口
頭
伝
承
な
の
か
俄
か
に
は
判
断
し
が
た
い

が
、
お
そ
ら
く
は
正
史
「
中
山
世
譜
」
に
記
述
さ
れ
た
尚
巴
志
の
記
事
を

参
照
し
て
生
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

６
の
避
難
先
を
国
頭
の
奥
間
と
す
る
点
で
も
共
通
す
る
。
サ
メ
カ
ワ
伝
承

で
は
た
だ
単
に
奥
間
に
逃
れ
た
と
す
る
ば
か
り
だ
が
、
左
に
掲
げ
る
「
沖
縄

県
国
頭
郡
志
』
に
あ
る
よ
う
に
金
丸
は
伊
平
屋
島
か
ら
宜
名
真
に
渡
り
、
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
逃
れ
て
奥
間
鍛
冶
屋
に
助
け
ら
れ
る
話
が
詳
述
さ
れ
る
。

昔
顕
門
貴
族
首
里
よ
り
隠
遁
し
て
国
頭
間
切
辺
戸
村
に
下
り
土
豪
佐

Ｑ久
真
方
に
寄
寓
し
、
後
同
家
の
愛
娘
と
の
間
に
、
男
子
を
挙
ぐ
、
｜
唯

一
腫
潅
冒
帳
躍
冒
朧
讓
言
灌
一
濾
籠
秀
差
潅
虐
籠
匿
言
潅
腫
捷
籠
冒
催
潅

匿
霊
冒
潅
差
蕊
匪
潅
灌
言
種
帽
：
潅
權
籠
雲
罎
曜
一
帳
振
龍
瀝
冒
躍
腫
一

躍
龍
潅
冒
繧
讓
瀝
管
聰
艫
憲
樵
篭
濾
礁
至
言
娠
雲
残
彊
潅
冒
轤
一
虐
種

櫃
。
漁
夫
喜
ぶ
こ
と
限
り
な
く
直
に
吾
家
に
抱
き
帰
り
、
赤
子
を
失

ひ
て
悲
嘆
に
か
き
暮
れ
居
た
り
し
吾
妻
に
示
し
是
れ
天
の
賜
ふ
所
な

り
宜
し
く
養
育
す
べ
し
と
て
渡
し
ぬ
。
之
よ
り
金
丸
と
命
名
し
実
子

の
如
く
愛
撫
せ
り
。
或
年
大
旱
あ
り
水
田
皆
枯
渇
す
る
に
独
り
金
丸

の
田
の
み
水
満
々
た
り
し
か
ば
村
人
之
を
妬
み
て
迫
害
す
る
こ
と
甚

だ
し
か
り
き
。
金
丸
夜
陰
扁
舟
に
乗
じ
て
宜
名
真
に
渡
り
、
此
に
居

れ
り
。
然
る
に
此
地
に
て
も
亦
土
民
の
誤
解
を
招
き
大
事
出
来
せ
ん

とせり。際腫職勵刷郷働尉輯識巷裁眺馬廻眺。，飛脚「謹勤

繊
回
吏
選
還
輌
偶
舗
金
丸
腫
遇
醐
君
其
危
難
怒
嵜
研
１
昂
那
覇
臨
山

射
稲
-
列
’
洲
語
園
取
腫
隠
沁
ｕ
城
１
猶
猟
侭
湖
ご
づ
峨
画
食
料
品
謹
運

覗
而
じ
む
金
丸
識
庇
護
也
恥
。
（
下
略
）
（
国
頭
村
奥
間
）

昔球陽諸郡戦乱時代尚円の父討死せしに依り臺雲一薑莪皇釡獲《

繧潅冒疋一潅昏潅權虐捷選濾管潅言澆確喧言催一毛匿霊冒襄嵯一

瀧
差
言
蕊
躍
籠
冒
箙
罎
濾
蕊
。
（
下
略
）
（
久
志
村
汀
固

（「沖縄県国頭郡志乞

７
に
つ
い
て
も
、
サ
メ
カ
ワ
ウ
フ
ヌ
シ
は
今
帰
仁
城
滅
亡
の
お
り
木
箱
に

入
れ
て
流
さ
れ
た
と
す
る
異
説
を
伝
え
て
い
る
が
、
金
丸
も
ま
た
父
討
ち
死

の
た
め
、
箱
に
入
れ
ら
れ
て
海
中
に
投
じ
ら
れ
た
と
い
う
口
碑
が
国
頭
村
奥

間と久志村汀間で伝えられている。すでに「世鑑」にあったように、

正
史
で
は
金
丸
は
「
父
母
ハ
素
ョ
リ
、
鴫
ノ
百
姓
タ
リ
」
と
さ
れ
て
い
た
の

に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
口
碑
が
語
り
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
サ
メ
カ
ワ

も
金
丸
も
、
戦
乱
の
さ
な
か
木
箱
に
入
れ
ら
れ
て
流
さ
れ
、
伊
平
屋
島
に
漂

着
す
る
と
す
る
共
通
し
た
伝
承
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
承

は
、
神
話
類
型
で
は
う
つ
ぼ
舟
漂
着
型
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
異
界
か
ら

寄
り
来
る
神
の
子
を
語
る
伝
承
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
承
は
始
祖
伝
承

に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
。
第
一
尚
氏
王
統
の
元
祖
た
る
佐
銘
川
大
主
や
第
二

尚
氏
王
統
の
高
祖
尚
円
王
は
と
も
に
始
祖
と
す
る
点
の
共
通
性
を
も
つ
。

こ
の
二
人
を
語
る
の
に
う
つ
ぼ
舟
漂
着
型
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
始
祖
伝

承
に
最
適
の
話
型
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

佐
銘
川
大
主
の
伝
承
と
他
の
資
料
と
の
関
係
を
見
て
み
た
が
、
な
ぜ
前

述
の
よ
う
に
特
に
尚
円
王
金
丸
と
重
複
す
る
伝
承
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の

お
わ
り
に

-８７-
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で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
二
人
が
と
も
に
始
祖
の
立
場
に
位
置
す
る
と
い

う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
始
祖
に
は
始
祖
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
承
が
纏
わ
り

つ
く
。
木
箱
に
入
れ
ら
れ
て
流
さ
れ
伊
平
屋
に
漂
着
し
た
と
す
る
口
碑
な

ど
は
そ
う
し
た
伝
承
と
し
て
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
七
つ
の
共
通
点
が
、
こ
れ
で
す
べ
て
説
明
で
き

る
は
ず
も
な
い
。
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
佐
銘
川
大
主
に
始

ま
る
第
一
尚
氏
は
、
わ
ず
か
四
十
年
に
し
て
滅
ん
で
し
ま
っ
た
王
統
だ
っ

た
と
い
う
冷
酷
な
歴
史
事
実
に
つ
い
て
で
あ
る
。

佐
銘
川
大
主
に
始
ま
る
第
一
尚
氏
三
代
の
物
語
に
は
、
滅
亡
後
そ
れ
ぞ

れ
の
末
喬
た
ち
の
間
で
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
伝
承
が
あ
り
、
そ
う
し
た

伝
承
を
一
つ
の
物
語
と
し
て
統
一
し
て
纏
め
上
げ
た
の
が
、
こ
の
「
佐
銘

川
大
ぬ
し
由
来
記
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
は
尚
円
王
金
丸
や

尚
巴
志
の
伝
承
の
型
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
た
。
金
丸
と
い
え
ば
、
他
な
ら

ぬ
第
二
尚
氏
王
統
の
高
祖
と
な
っ
た
尚
円
王
で
あ
る
。
同
じ
尚
氏
を
名
乗

り
な
が
ら
血
族
的
に
は
ま
っ
た
く
連
続
し
な
い
ば
か
り
か
、
一
族
を
滅
ぼ

し
陵
墓
ま
で
も
焼
き
討
ち
に
し
た
張
本
人
で
あ
る
。
そ
の
尚
円
王
金
丸
の

歴
史
伝
承
を
襲
う
こ
と
で
し
か
み
ず
か
ら
の
元
祖
の
伝
承
を
語
り
得
な

か
っ
た
と
は
、
な
ん
と
哀
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

う
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
第
一
尚
氏
の
末
喬
た
ち
が
み
ず
か
ら
の
歴
史

を
掘
り
起
こ
し
て
語
ろ
う
と
す
る
と
き
、
現
王
統
の
始
祖
の
物
語
を
語
り

の
枠
組
み
と
し
て
踏
襲
す
る
こ
と
で
し
か
物
語
を
生
成
し
え
な
か
っ
た
。

十
七
世
紀
の
中
葉
、
琉
球
で
は
王
府
に
よ
っ
て
正
史
『
中
山
世
鑑
』
が

編
集
さ
れ
た
こ
と
に
連
動
し
て
、
各
士
族
の
家
々
で
も
家
譜
作
成
の
機
運

が
高
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
論
証
は
省
く
が
、
お
そ
ら
く
「
佐
銘
川
大
ぬ

し
由
来
記
」
も
こ
の
家
譜
編
纂
の
動
き
の
な
か
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
で

は
な
か
つ
た
か
。
も
ち
ろ
ん
「
元
祖
由
来
記
」
の
異
常
な
長
さ
は
家
譜
序

の
様
式
に
は
ま
っ
た
く
収
ま
り
き
ら
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
は
明
ら
か
に
王
府
に
提
出
し
た
家
譜

そ
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
末
喬
た
ち
の
一
族
の

喪
わ
れ
た
過
去
へ
の
歴
史
生
成
の
意
思
が
強
く
作
用
し
て
い
る
。
写
本
が

佐
敷
村
に
限
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
佐
敷
は
第
一
尚
氏
発
祥
の
地
で
あ
り
、
末
喬
た
ち
の
本
拠

地
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
尚
氏
に
よ
っ
て
わ
ず
か
四
十
年
で
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
第
一
尚

氏
。
そ
の
末
喬
た
ち
の
元
祖
へ
の
想
い
が
、
家
譜
作
成
を
契
機
に
し
て
王

統
一
族
の
物
語
を
纏
め
上
げ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来

記
」
は
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
か
ら
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
本
稿
に
関
連
す
る
論
文
と
し
て
次
の
三
編
が
あ
る
。
ご
併
読
を
乞
う
。

「
琉
球
国
王
の
出
自
を
め
ぐ
る
歴
史
伝
承
ｌ
第
一
尚
氏
王
統
の
発

祥
を
中
心
に
し
て
ｌ
」
亀
東
京
都
市
大
学
人
間
科
学
部
紀
要
』
第

二
号
二
○
二
年
三
月
）

「
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
の
伝
承
世
界
」
含
日
本
口
承
文
芸
研
究
」

第
三
十
六
号
二
○
一
二
年
三
月
日
本
口
承
文
芸
学
会
）

「
場
天
ノ
ロ
か
ら
聞
得
大
君
へ
、
あ
る
い
は
テ
ダ
シ
ロ
か
ら
ツ
キ
シ

ロ
ヘ
」
（
『
東
京
都
市
大
学
人
間
科
学
部
紀
要
」
第
三
号
二
○
一
二

年三月）

（
２
）
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
編
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
（
ノ
ー

ト
篇
）
第
二
巻
民
俗
・
宗
教
』
（
二
○
○
六
年
三
月
）
四
三
頁

（
３
）
伊
波
普
猷
も
「
あ
ま
み
や
考
」
（
昭
和
十
一
年
八
月
稿
、
『
日
本
文

化
の
南
漸
」
昭
和
十
四
年
十
月
楽
浪
書
院
）
の
中
で
異
本
に
基
づ

-８８-



<型〉を襲う物語

（
４
）
国
頭
郡
教
育
部
会
編
『
沖
縄
県
国
頭
郡
志
』
二
九
一
九
年
七
月
。

第
三
版
一
九
六
七
年
十
一
月
沖
縄
出
版
会
）
三
一
六
～
七
頁

＊
本
文
中
に
引
用
し
た
「
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
」
は
、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学

附
属
研
究
所
編
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
集
（
ノ
ー
ト
篇
）
第
二
巻
民
俗
・
宗
教
』

（
二
○
○
六
年
三
月
）
、
『
中
山
世
鑑
」
・
察
温
本
『
中
山
世
譜
」
は
横
山
重
編
『
琉

球
史
料
叢
書
」
（
一
九
四
○
～
四
一
年
。
全
五
巻
一
九
七
二
年
四
月
東
京

美
術
）
、
察
鐸
本
『
中
山
世
譜
」
は
『
察
鐸
本
中
山
世
譜
」
（
一
九
七
三
年
三

月
沖
縄
県
教
育
委
員
会
）
、
『
琉
球
国
由
来
記
』
は
外
間
守
善
・
波
照
間
永

吉
編
「
定
本
琉
球
国
由
来
記
」
（
一
九
九
七
年
四
月
角
川
書
店
）
に
拠
っ

た。

た
の
で
あ
ろ
う
。

い
た
記
述
を
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
両
方
の
由
来
記
を
参
照
し
て
い

-８９-


